
平素は格別のご支援ご愛顧を賜り誠にありがたく厚く御礼を申し
あげます。

当社、第61期第2四半期連結累計期間（平成24年4月1日から平
成24年9月30日まで）の決算を終了いたしましたので、ここに事業
活動の概況をご報告申しあげます。

平成24年12月

当第２四半期連結累計期間の経済環境及び業績はいかがでしょうか？
当社グループの関連する自動車業界におきましては、国内外共におおむね堅調に推移しておりますが、国内では

エコカー補助金終了後の反動や円高の長期化による輸出減少が懸念され、更に、海外では中国における新車販売の
減少等、予断を許さない状況にあります。

このような経営環境のもと、当第2四半期連結累計期間における業績は、震災影響の解消やエコカー補助金の再
開により顧客である自動車メーカー各社からの受注が回復したことから、売上高は1,127億3千7百万円と前年同四
半期と比べ257億9百万円（29.5％）の増収となりました。その結果、営業利益は48億2千2百万円（前年同四半
期比171.3％増）、経常利益は60億6千3百万円（前年同四半期比107.8％増）、四半期純利益は37億9千4百万円 

（前年同四半期比124.3％増）となりました。

Q

株 主 の 皆 様 へ

Global Seat System Creator

第61期 中間報告書
平成24年4月1日▶▶平成24年9月30日 （証券コード：7239）

詳しい財務情報は当社ウェブサイトをご覧下さい▶ http://www.tachi-s.co.jp/ir/tanshin/

代表取締役社長

地域別セグメントにおける業績はいかがでしょうか？
セグメントの業績は次のとおりであります。

①日　　本： 自動車メーカー各社からの受注回復により、売上高は615億2千1百万円（前年同四半期比42.3％増）、
営業利益は19億4千2百万円（前年同四半期は営業損失4億7千7百万円）となりました。

②米　　国：�主要客先である日系自動車メーカーからの受注回復により、売上高は197億4千9百万円（前年同四半
期比31.6％増）、営業利益は6億5千7百万円（前年同四半期比24.4％増）となりました。

③カ ナ ダ：�主要客先である日系自動車メーカーからの受注回復により、売上高は69億7千4百万円（前年同四半
期比61.7％増）、営業利益は4億6千4百万円（前年同四半期比325.3％増）となりました。

④メキシコ：�新規車種の生産台数の増加等により、売上高は130億3百万円（前年同四半期比10.8％増）、営業利益
は3億1千9百万円（前年同四半期比76.0％増）となりました。

⑤フランス：�部品販売の減少や為替変動の影響により、売上高は4億7千9百万円（前年同四半期比50.1％減）、営
業損失は4千7百万円（前年同四半期は営業利益5千2百万円）となりました。

⑥中　　国：�売上高は110億8百万円（前年同四半期比6.5％減）となりましたが、車種構成の変動や日本向け縫製
部品のグループ間販売の増加により、営業利益は15億5千3百万円（前年同四半期比8.9％増）となり
ました。

⑦そ の 他：�当第2四半期連結累計期間よりタチエス（THAILAND）CO.,LTD.を連結の範囲に含めております。当
連結累計期間の業績は、自動車座席部品の生産立ち上げに向け準備を進めていることから、費用のみ
発生し、営業損失4千5百万円となりました。

Q
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連結財務ハイライト

トピックス①

新ビジョン「Global Challenge177」を
策定いたしました

当社は、2016年度を到達年度とする新ビジョン「Global 
Challenge177（GC177）」を2012年4月に策定いたしました。

当社が関連する自動車業界の環境は、中でも先進国において
は一段と市場の成熟化が進み、今後は生産量の増加が期待でき
ない大変厳しい状況にあります。このような環境の中、得意先
自動車メーカー各社は新たな中長期の成長戦略を掲げ、グロー
バルで活動を推進しております。当社もこの新戦略、とりわけ
新興国を中心とした事業展開に挑戦することが、生き残りをか
けた正念場であると認識しております。

そこで当社は「GC177」を定め、「品質No.1」「営業利益率7%」「グローバルシェア7%」の長期目標
を掲げ、グローバルで生き残る競争力のある事業体質を目指してまいります。

当社は、これらの目標を達成するための諸施策を着実に実行することにより、「グローバル・シート・
システム・クリエーター」としての基盤を強化し、世界で存在感ある企業を目指していきたいと考えてお
ります。

■GC177の目標値
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■ 一株当たり四半期（当期）純利益（単位 ： 円）
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■ 経常利益 （単位 ： 億円）

98
（予想）
98

（予想）

0

第59期 第61期第60期

48.248.2

50.150.1

52

51

50

48

49

■ 自己資本比率 （単位 ： ％）
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■　第２四半期　　■　通期

※第61期の数値は、第2四半期末時点の数値です。

（注）連結財務ハイライト中の記載数値は、四捨五入にて表示しております。

“GC177”目標値

Global Challenge 177

2012－2016
G C 1 7 7G C 1 7 7

品質 No.11
7 営業利益率 7%

7 グローバルシェア 7%（700万台）
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グループ会社

トピックス②

「タチエス技術・モノづくりセンター」が
稼働開始いたしました

タチエスグループのグローバル情報発信基地として「タチエ
ス技術・モノづくりセンター」が、2012年5月より稼働開始い
たしました。当センターは、開発センター・標準化センター・
情報統括センター・人づくりセンターの機能を持っており、日
本で確立・標準化した技術を世界へ発信すべく、技術・モノづ
くりに関する全部門を集結させました。

6自由度加振機や衝突試験器機等の最先端実験設備を導入した
他、人材育成のための専門エリアや、最先端技術を提案する技術革新エリアを設けました。また、太陽光
発電や屋上緑地化の採用など、環境に配慮した取り組みも行っております。

新ビジョン「GC177」達成に向けた中核拠点として活動してまいります。

■タチエス技術・モノづくりセンター

当社製品採用車種

日 産
シーマ、フーガ、スカイライン、シルフィ、GT-R、フェアレディZ、インフィニティ、
デュアリス、ダットサントラック、ラフェスタJOY、NV200バネット、パトロール、
アルティマ、マキシマ、ヴァーサ／サニー／アルメーラ、ノート、マーチ／マイクラ、
リヴィナ、パラディン、セントラ、ツル、ヴェヌーシア

ホ ン ダ アコード、CR-Z、ストリーム、フリード、ライフ、NBOX、NBOXプラス、アキュラMDX、
CR-V、スピリア

ト ヨ タ プレミオ、アリオン、ヴィッツ、FJ クルーザー、ランドクルーザープラド、ダイナ、
トヨエース

三 菱 RVR、コルト、コルトプラス、アウトランダー、ディグニティ、プラウディア

日 野 自 動 車 プロフィア、デュトロ

UDトラックス クオン、コンドル

010_0391301602412.indd   4 2012/11/16   3:33:33



設 立 昭和29年4月7日
本 店 東京都昭島市松原町3丁目3番7号
資 本 金 8,145百万円
従 業 員 数 6,424名（連結）　1,405名（単体）
主要な事業内容 自動車座席・座席部品の製造及び販売

発行可能株式総数 140,000,000株
発行済株式の総数 35,022,846株
株 主 総 数 3,380名
大株主及び持株数

■　会社概要

■　役員

■　株式の状況

代 表 取 締 役 会 長
最 高 経 営 責 任 者 齊　藤　　　潔

代 表 取 締 役 社 長
最 高 執 行 責 任 者 田　口　裕　史

取 締 役 ・ 副 社 長 野　上　義　之 中　山　太　郎

取締役・常務執行役員 蒲　生　　　睦 三　木　浩　之

社 外 取 締 役 木津川　迪　洽

常 勤 監 査 役 原　田　文　雄 窪　田　清　夫

社 外 監 査 役 一法師　信　武 松　尾　慎　祐 （注）出資比率は自己株式（2,183,024株）を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

出資比率
（％）

ジョンソンコントロールズ株式会社 1,800 5.48

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,743 5.31

日野自動車株式会社 1,521 4.63

株式会社齊藤 1,514 4.61

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,373 4.18

タチエス取引先持株会 1,086 3.31

齊藤　静 1,046 3.19

河西工業株式会社 905 2.76

 SSBT OD05 OMNIBUS ACCOUNT - TREATY CLIENTS 759 2.31

株式会社三井住友銀行 750 2.28

株主様窓口＜総務部＞
〒198-0025 東京都青梅市末広町1丁目3番1号
TEL.0428-33-1911
ホームページ http://www.tachi-s.co.jp/

　当社では、株主の皆様への利益還元のひとつとして、当社株式１単元（100株）以上ご所有の株主様を対象に、下記の基
準により株主優待制度を実施しております。

ご所有株式数 中間
（基準日9月30日）

期末
（基準日3月31日）

1,000株以上 1,000円相当 3,000円相当

100株以上1,000株未満 1,000円相当

■　株主優待（QUOカード）支給基準

QUOカード 3,000円券 QUOカード 1,000円券

株主優待制度について

会社概要／株式の状況（平成24年９月30日現在）

事 業 年 度 毎年4月1日～翌年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日

期末配当　　　毎年3月31日
中間配当　　　毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ
公告して定めます。

単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人及び 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
特別口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

住所変更、その他お問い合わせ先

未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行株式会社にお申し出くだ
さい。

証券会社に口座を
開設されている

株主様

証券会社に口座を
開設されていない株主様

（特別口座に記録されている株主様）

郵送物送付先

お取引の証券会社

〒 168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電 話 番 号 0120-782-031（フリーダイヤル）

取 次 窓 口 三井住友信託銀行株式会社　全国各支店

株主メモ
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